
 

2019 年 9 月 2 日       

件 名   

「豊田信用金庫 SDGｓ宣言」のお知らせ 

  

 

 

【内容】 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【参考：ＳＤＧｓ（sustainable development goals）とは】 

   世界的な貧困や飢餓、弱者に対する搾取、天然資源の枯渇といった地球規模の 

様々な課題に対処するため、2015 年に国連総会で採択された 17 の目標。 

※目標達成のための 169 のターゲットを設定 

   2030 年を期限に達成すべき発展途上国・先進国共通の目標とされており、 

sustainable development goals の頭文字をとって〝ＳＤＧｓ″と呼ばれている。 

『誰一人取り残さない』をテーマに、2030 年に向けた世界的な優先課題および世 

界のあるべき姿を示すもの。 

 

 【参考：ＳＤＧｓピンバッジについて】 

   豊田信用金庫の役職員は順次、ＳＤＧｓピンバッジを着用し、ＳＤＧｓに対する 

姿勢を示して参ります。 ※デザインは一部変更する可能性があります。 

 

豊田信用金庫（理事長：小木曽鉱三＜おぎそ こうぞう＞）は、経営理念「貢献」 

「健全」「幸福」とＳＤＧｓとの親和性を鑑み、経営理念の具現化のため、また、 

お客様をはじめ地域の社会的課題解決および企業の持続的成長、地域経済活性化へ 

の貢献のために、ＳＤＧｓの達成に尽力していくことと致しました。 

今般、別紙の通り、「豊田信用金庫 ＳＤＧｓ宣言」を公表致します。 

 

また、豊田信用金庫がＳＤＧｓに関する取組みを進める上でのパートナーとして、 

三井住友海上火災保険株式会社と「ＳＤＧｓに関する包括連携協定」を同日締結致 

しますのでお知らせ致します。 



豊⽥信⽤⾦庫  地域 皆様  役 ⽴            ⽬指   貢献  健全  幸福  経営理念    客様 
ふれあい、お客様と考え、お客様と歩むことを基本姿勢としております。
他⽅ 国際連合  2015年9⽉   持続可能 世界 実現     17 GOAL 定   持続可能 開発⽬標
（SDGｓ）」が採択され、国を挙げて17のGOAL実現、地球上の誰⼀⼈として取り残さないことをテーマに各種取組みが
進められています。

―豊⽥信⽤⾦庫 SDGｓ宣⾔―
今般 豊⽥信⽤⾦庫 経営理念 SDGｓ  親和性 鑑  経営理念具現化        客様    地域 社
会的課題解決   企業 持続的成⻑ 地域経済活性化  貢献     SDGｓ 達成 尽⼒       致  
した。

・農業者⽀援｢アグリカードローン｣の取扱
・農業者⽀援｢アグリビジネスローン｣の取扱

・認知症サポーターの全店配置
・献⾎会の実施
・ポリオワクチン提供のための｢エコキャップ回収運
動｣の実施

 少年    ⼤会｢ よしんCUP｣ 開催   ⻘
少年 健全 育成

・公益財団法⼈｢とよしん育英財団｣による奨学
⾦事業

・学⽣のインターンシップ実習⽣の受⼊
 近隣⼤学  連携協定 締結 ⾦融教育講座
の開催

・お客様向けセミナー等の開催

・｢⼦育てサポート企業｣くるみん認定
・｢ファミリー・フレンドリー企業｣登録
     ⼥性輝       認証取得
 ⼥性活躍推進     開催
 育休制度 産休制度 整備推進
・ノー残業デーの実施

 新設店舗 災害時利⽤簡易    設置

・本⽀店のLED照明導⼊   省電⼒ 省  の
推進

・屋上等にソーラーパネルを設置した⾃家発電
・CO2削減などの｢チャレンジ25｣活動の実施

 ｢地元物産検索   ｣の展開
・｢ファミリー・フレンドリー企業｣登録
・｢豊⽥おいでんまつり｣への参加
・｢取引先向け新⼊社員の研修会｣の開催
・⼦供参観⽇（職員向け）の実施

・｢とよた産業フェスタ｣への参加
 若⼿経営者向 ｢とよしんエグゼクティブクラブ｣
活動の実施
・創業サポートセンターの共催設置
・「創業塾」による創業⽀援
・とよたイノベーションセンターとの連携

・認知症サポーターの全店配置
       休暇制度 創設

・｢空き家⽚付け⼤作戦｣への参加
・｢空き家情報バンクローン｣の取扱
・｢リバースモーゲージローン｣の取扱
・特殊詐欺撲滅に向けた取り組みの強化
 ⾏政 連携  ⾼齢者⾒守 運動
 地域⾏事  積極的参加
・豊⽥市、豊⽥商⼯会議所とのまちづくり包括連携協定の締
結

 住宅⾦融⽀援機構  「サ⾼住」の協調融資

・｢エコキャップ回収運動｣の実施
 使⽤済         再⽣利⽤
・CO2削減などの｢チャレンジ25｣活動の継続実施
    ⽤紙 再⽣紙利⽤

・CO2削減などの｢チャレンジ25｣活動の継続実施
 社⽤⾞ 「ＭＩＲＡＩ」を採⽤

・CO2削減などの｢チャレンジ25｣活動の継続実施
 緑 募⾦ 実施

        資⾦供与対策 ⾼度化
・特殊詐欺撲滅に向けた取り組みの強化

・｢イルミネーション・ストーリーとよた｣への協賛
・地域経済研究グループによる地域情報、経済動向の調査
研究

・SDGsセミナーの開催
・会員並びに総代との連携
・地⽅公共団体、商⼯会議所、商⼯会との連携
 ⼤学 弁護⼠会 税理⼠会  連携

・公益財団法⼈｢とよしん育英財団｣による
奨学⾦事業

・ポリオワクチン提供のための｢エコキャップ
回収運動｣の実施

令和元年9⽉2⽇
豊⽥信⽤⾦庫
理事⻑ 小木曽 鉱三


